
１．水面波の伝搬速度
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仮定　　すべての深さで同じ速さで移動する。

　　　　波長の長い水面波とする。傾斜角は�に近い。

１　水面の運動方程式

　　傾斜は
G\

G[
で表される。単位体積当たりの質量をT

　とし，単位体積部分の運動方程式を立てる。

　　斜面方向の力はTJVLQK

　　K��　仮定しているので　VLQK�WDQK 
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　　水の移動速度は傾斜が�に近いので水平方向と同じと考えてよい。速度をXとすると。

　　運動方程式は
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２　水位の上昇方程式

　単位時間に$面を通過する水量と，%面を通過する

水量の差が$%間の水位の上昇となる。

　$面の断面積を6Kとすると，（奥行きが6）

　時間GWの流量の差は
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　これが$%間の水面の上昇6G\G[と等しくなる。
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　これは
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３　方程式の結合

　①をWで微分し②を[で微分すると
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　方程式を結合させると
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　　これは正式には　
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で偏微分方程式である。

　

　正式に解くのは難しいので，正弦波　X $VLQ
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と仮定して代入すると。
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　これを解くと　Y＝(JK

　となる。
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